
小林資典 Kobayashi, Motonori (指揮) 
 
 

⚪︎経歴 

 

千葉県出身 

 

1992−1998年：東京芸術大学音楽学部指揮科、及び大学院指揮研究科にて、F・トラヴィス、およ

び遠藤雅古に師事 

 

1998−2000年：ベルリン芸術大学にてマティアス・フスマンに師事 

 

2000−2008年：ライン・ドイツ歌劇場（デュッセルドルフ・デュースブルク）コレペティトゥア 

       

2008-2013 年 : ドイツ ドルトムント市立歌劇場 第２指揮者 

 

2013 年より：同 歌劇場音楽総監督代理及び第１指揮者 

 
 

⚪︎オペラ 

 

ドルトムントで指揮した発掘上演新演出《フレデゴンド》（サン=サーンス、ギロー共作）は国際

的なオペラ専門誌『Opernwelt』誌 22 年年鑑で「最優秀発掘上演」に選出された。 

 

同歌劇場ではこれまで《ポルティチの唖娘》新制作を指揮（演出：ペーター・コンヴィチュ

ニー）した他、《ランメルモールのルチア》、《コジ・ファン・トゥッテ》、《後宮からの誘

拐》、《愛の妙薬》、《ピーター・グライムズ》、《セヴィリアの理髪師》、《トスカ》、《ば

らの騎士》、《アラベラ》、《フィガロの結婚》、《ラ・トラヴィアータ》、《ファルスタッ

フ》、《オテロ》、《魔笛》等を指揮。レパートリーは多岐に渡るが、とりわけモーツァルト、

ベルカント作品指揮に対する評価が高い。 

 

同劇場の 23/24 シーズンの指揮予定は《ラ・ボエーム》の他、新制作《天国と地獄》（演出 

N.Habjan）、発掘上演新制作 A.Holmes 作曲《La montagne noire》。 

 

またベルリン・コーミッシェ・オーパー、マンハイム国立劇場をはじめ客演指揮多数。 

日本国内では関西二期会本公演《ドン・ジョヴァンニ》（2022 年）を指揮。 

 
 

⚪︎コンサート 

 

ドルトムントの他、ヴッパータール交響楽団、ヴュルテンベルク室内オーケストラに客演。 

また、日本においては読売日本交響楽団客演指揮は 2021 年、2022 年に続き 2023 年（予定）。こ

の他、愛知室内オーケストラ、大阪交響楽団を客演指揮。 

⚪︎バレエ  

               

 ドルトムントでは《白鳥の湖》、《ペトルーシュカ》、《春の祭典》ほか多数指揮 

2013 年、香港バレエ「紅楼夢」（振付：Xin-peng Wang）に招聘 

2019 年、バレエ・アム・ライン（デュッセルドルフ・デュースブルク）の初来日公演《白鳥の

湖》指揮（振付:マーティン・シュレップァー)  

 
 



⚪︎教育活動 

 

2022 年 国立音楽大学大学院オペラ《ドン・ジョヴァンニ》の指導と指揮 

 
             


